
分
割
・民
営
が
根
底
に

主
催
者
あ
い
さ
つ

集
会
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

し
、
宮
城
県
平
和
労
組
会
議
及

川
光
行
議
長
は
、
「
規
制
緩
和

に
よ
り
労
働
者
の
労
働
条
件
を

始
め
様
々
な
制
度
が
改
悪
さ
れ

続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
根
底

に
は
国
鉄
『
分
割
・
民
営
化
』

が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
国

民
の
反
撃
が
民
主
党
連
立
政
権

に
繋
が
っ
た
。
連
立
政
権
の
中

で
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
奮
闘
し
よ
う
」
と
述
べ
た
。

国
交
省
を
動
か
す

神
宮
議
長
報
告

来
賓
と
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

社
民
党
宮
城
県
連
合
小
山
勇
朗

副
代
表
は
「
社
民
党
は
、
政
権

与
党
の
中
で
解
決
に
向
け
努
力

し
て
い
る
」
と
報
告
。

情
勢
報
告
と
し
て
、
国
鉄
闘

争
全
国
連
絡
会
議
神
宮
義
秋
議

長
は
、
◆
１
０
４
７
名
の
う
ち

既
に
59
名
が
他
界
し
、
ま
た
国

労
の
９
６
６
名
中
２
０
０
名
が

60
歳
を
超
過
◆
「
４
党
合
意
」

を
め
ぐ
り
不
団
結
の
時
期
が
あ
っ

た
が
、
現
在
は
「
４
者
・
４
団

体
」
で
一
体
と
な
り
前
進
◆
08

年
７
月
、
東
京
高
裁
南
敏
文
裁

判
長
の
「
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
出
来
な
い
か
」
「
解
決
に
向

け
て
お
互
い
努
力
を
」
と
の
前

向
き
な
発
言
に
対
し
、
国
労
は

正
面
か
ら
受
け
止
め
た
。
ま
た

当
時
の
冬
柴
国
交
大
臣
は
「
誠

心
・
誠
意
努
力
す
る
」
と
発
言
、

08
年
９
月
公
明
党
は
「
対
応
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
◆
新
政

権
に
な
り
鉄
道
運
輸
機
構
国
鉄

清
算
事
業
本
部
へ
も
要
請
を
行
っ

て
い
る
。

同
機
構
か
ら
は
「
国
交
省
か

ら
の
指
示
が
あ
れ
ば
動
き
や
す

い
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
「
４

者
・
４
団
体
」
で
は
12
月
11
日

に
運
輸
機
構
へ
、
12
月
14
日
に

は
国
交
省
へ
「
早
期
解
決
に
向

け
て
の
要
請
」
を
行
う
。

最
後
に
神
宮
議
長
は
、

「
『
４
者
・
４
団
体
』
の
中
心

は
国
労
だ
が
『
団
結
な
く
し
て

解
決
な
し
』
の
変
わ
ら
ぬ
合
言

葉
で
、
早
期
解
決
に
向
け
て
更

に
頑
張
る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

単
産
報
告

単
産
報
告
と
し
て
、
全
自
交

宮
城
地
方
本
部
の
峰
岸
明
広
委

員
長
は
「
規
制
緩
和
に
よ
り
、

仙
台
市
内
で
は
台
数
が
大
幅
に

増
加
し
た
が
、
タ
ク
シ
ー
新
法

に
よ
り
そ
れ
を
食
い
止
め
、
労

働
条
件
改
善
に
向
け
動
き
つ
つ

あ
る
。
今
後
、
労
働
組
合
の
役

割
が
よ
り
重
要
で
あ
り
、
安
全

確
保
と
働
き
や
す
い
職
場
環
境

を
求
め
、
JR
不
採
用
問
題
と
合

わ
せ
共
に
闘
う
」
と
報
告
。

ま
た
、
仙
台
市
交
通
労
働
組

合
の
鈴
木
直
明
書
記
長
は
、

「
市
当
局
は
、
市
バ
ス
出
張
所

や
地
下
鉄
駅
の
合
理
化
を
図
り
、

委
託
・
嘱
託
化
を
進
め
、
退
職

者
の
補
充
等
に
充
て
て
い
る
。

ま
た
３
名
の
新
規
採
用
者
募

集
に
対
し
、
３
６
８
名
が
応
募

す
る
と
い
う
失
業
者
の
現
状
で

あ
り
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
が
進

ん
で
い
る
。
地
下
鉄
東
西
線
開

業
を
６
年
後
に
控
え
、
職
員
確

保
の
交
渉
に
入
る
が
、
安
全
確

保
の
闘
い
と
合
わ
せ
て
JR
不
採

用
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て

共
に
闘
う
」
と
決
意
報
告
を
述

べ
た
。

闘
争
団
決
意
表
明

仙
台
闘
争
団
高
橋
敏
夫
団
長

は
、
今
日
ま
で
の
支
援
に
対
し

て
の
お
礼
と
、
解
決
ま
で
の
更

な
る
支
援
を
要
請
す
る
と
同
時

に
「
労
働
者
の
団
結
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
ろ
う
」

と
決
意
を
表
明
。

続
い
て
、
稚
内
闘
争
団
か
ら

現
在
宮
城
県
に
物
資
販
売
オ
ル

グ
で
訪
れ
て
い
る
鈴
木
勝
副
団

長
は
、
こ
の
間
の
支
援
に
お
礼

を
述
べ
る
と
共
に
、
今
回
も
変

わ
ら
ぬ
支
援
を
要
請
し
、
ま
た

最
後
ま
で
闘
い
抜
く
と
決
意
を

表
明
し
た
。

２
・16
は
解
決
集
会

国
労
仙
台
地
本
橋
本
委
員
長

は
、
「
23
年
間
、
闘
い
の
支
援

に
感
謝
す
る
。
今
後
も
『
４
者
・

４
団
体
』
は
団
結
を
強
め
て
前

進
す
る
。
来
年
の
２
・
16
集
会

は
解
決
報
告
集
会
と
し
た
い
。
」

と
述
べ
た
。

最
後
に
平
和
労
組
会
議
大
沼

元
副
議
長
の
「
JR
不
採
用
事
件

の
早
期
解
決
を
求
め
る
決
議

（
案
）
」
の
提
起
が
あ
り
、
全

体
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

地
方
本
部
は
、
当
面
す
る
取

組
み
に
つ
い
て
の
意
思
統
一
を

図
る
た
め
、
各
地
区
で
の
集
会

を
開
催
し
て
い
る
が
、
今
回
は

12
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
山
形

地
区
集
会
か
ら
報
告
す
る
。

意
見
な
ど

①
春
闘
時
期
の
取
組
み
に
つ
い

て
。
連
合
分
会
の
た
め
、
一
人

職
場
で
は
現
場
長
交
渉
作
れ
な

い
職
場
も
。
他
職
場
に
赴
い
て

の
交
渉
は
困
難
。
会
議
室
の
借

用
も
同
様
。

②
本
日
、
分
会
大
会
開
催
で
20

名
が
発
言
。
要
員
、
休
憩
室
、

ト
イ
レ
な
ど
・
・
地
本
・
職
協

の
団
交
を
活
用
し
た
い
。

③
制
度
。
研
修
の
扱
い
。
代
用

証
が
出
な
か
っ
た
り
、
非
番
で

の
超
勤
で
の
取
り
扱
い
も
あ
り

不
平
等
。

④
振
動
病
の
関
係
で
の
健
診
は

あ
る
の
か
。

⑤
検
修
職
場
の
合
理
化
提
案
。

近
々
支
社
で
も
提
案
が
あ
る
と

思
う
が
、
休
日
な
ど
労
働
条
件

が
低
下
す
る
。
東
会
社
か
ら
出

向
先
会
社
へ
意
見
が
通
じ
る
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

⑥
設
備
メ
ン
テ
見
直
し
。
ど
こ

ま
で
話
が
進
ん
で
い
る
の
か
？

⑦
出
向
者
の
労
働
条
件
。
JR
会

社
が
指
定
し
た
労
働
条
件
を
下

回
っ
た
場
合
、
会
社
が
Ｐ
社
を

指
導
し
是
正
さ
せ
る
約
束
を
。

⑧
一
人
ま
た
は
、
少
数
の
組
合

員
で
、
職
場
の
な
か
で
頑
張
っ

て
い
る
が
、
組
織
的
な
行
動
は
、

出
来
る
こ
と
は
少
な
い
た
め
、

自
分
の
気
づ
い
た
こ
と
は
そ
の

ま
ま
職
場
の
長
に
も
の
を
言
う

ス
タ
ン
ス
で
取
り
組
み
し
て
き

た
。
職
場
の
休
日
明
示
の
改
善

を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。
地
本

に
要
求
を
出
し
た
ら
そ
の
コ
ピ
ー

を
現
場
長
に
も
渡
し
て
お
り
、

ト
イ
レ
の
改
善
な
ど
変
化
が
見

え
て
き
て
い
る
。

⑨
11
月
21
日
に
米
沢
で
国
鉄
闘

争
支
援
共
闘
会
議
に
よ
る
集
会
。

他
の
労
組
も
本
当
に
厳
し
い

中
で
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。
労

組
の
組
織
率
20
％
と
い
う
現
状
。

国
労
は
も
っ
と
地
域
に
入
っ
て

も
ら
い
た
い
。

答
弁
な
ど

①
春
闘
の
取
組
み
。
知
恵
を
出

し
合
い
臨
機
応
変
に
。
会
社
と

必
ず
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
訳
で
は
な
い
。

③
研
修
は
制
度
の
問
題
。
会
社

は
頑
な
で
あ
り
、
改
善
に
つ
い

て
エ
リ
ア
に
も
要
請
す
る
。

④
振
動
病
。
会
社
は
毎
日
で
は

な
い
の
で
必
要
な
い
と
の
考
え
。

⑤
現
時
点
で
は
、
エ
リ
ア
の
団

交
が
始
ま
る
段
階
。
第
二
次
の

解
明
要
求
等
へ
の
提
出
を
。

た
だ
エ
リ
ア
で
は
出
向
先
の

会
社
で
団
交
が
出
来
る
よ
う
に

議
論
を
進
め
て
い
る
。

⑥
提
案
す
る
と
決
ま
っ
て
い
る

の
み
。
年
内
の
提
案
か
年
度
内

な
の
か
も
不
明
。

⑦
会
社
側
を
逃
が
さ
な
い
交
渉

が
必
要
。

【
山
形
県
支
部
：
伊
藤
通
信
員
】
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12
月
８
日
、
仙
台
市
「
ハ
ー
ネ
ル
仙
台
」
に
お
い
て
、
JR
不

採
用
事
件
の
早
期
解
決
を
求
め
る
宮
城
県
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

集
会
に
は
支
援
単
組
組
合
員
な
ど
約
二
百
名
が
参
加
。
参
加

者
は
、
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
事
件
の
早
期
解
決
に
向
け

て
の
決
意
を
全
体
で
固
め
あ
っ
た
。

12
・
４

福
島
地
区
集
会
（
25
名
）

12
・
５

若
松
地
区
集
会
（
30
名
）

12
・
５

東
日
本
本
部
組
織
部
長
会
議

12
・
６

山
形
地
区
集
会
（
30
名
）

12
・
10

小
牛
田
地
区
集
会
（
28
名
）

12
・
６

安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

12
・
８

JR
不
採
用
事
件
宮
城
県
集
会

12
・
10

第
２
回
執
行
委
員
会
・
闘
争
委
員
会

平労及川議長

報告する神宮議長



国
労
仙
台
総
合
車
両
所
支
部

は
11
月
28
日
、
こ
く
ろ
う
会
館

お
い
て
第
23
回
定
期
大
会
を
開

催
。
支
部
を
代
表
し
庄
司
委
員

長
は
以
下
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

庄
司
委
員
長
挨
拶

①
不
採
用
事
件

既
に
22
年
が
経
過
。
59
名
の

闘
争
団
員
が
他
界
し
た
。

「
今
年
こ
そ
解
決
を
」
の
決
意

で
闘
い
を
進
め
て
き
た
が
、
残

念
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

だ
が
４
者
・
４
団
体
の
団
結

を
堅
持
し
、
本
部
を
先
頭
に
大

衆
行
動
の
強
化
、
各
署
名
活
動
、

闘
争
団
の
自
活
体
制
の
強
化
と

し
て
毎
月
の
物
販
活
動
等
、
大

き
な
実
績
を
残
し
て
き
た
。
自

信
を
持
ち
継
続
を
。

ま
た
塩
竃
地
区
平
労
の
協
力

で
12
月
14
日
に
「
JR
不
採
用
問

題
の
早
期
政
治
解
決
実
現
を
迫

る
塩
竃
集
会
」
を
開
催
す
る
。

取
組
み
の
強
化
と
共
に
、
こ

の
闘
い
が
国
労
だ
け
で
な
く
様
々

な
支
援
の
輪
と
共
に
続
け
ら
れ

て
き
た
重
さ
を
受
け
止
め
た
い
。

②
反
合
理
化
・
労
働
条
件
改
善

定
年
退
職
や
新
た
な
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
等
に
よ
る
転
出
と
新

入
社
員
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
継

続
中
。
会
社
は
技
術
継
承
問
題
、

安
全
輸
送
体
制
確
立
の
考
え
が

あ
る
の
か
。
09
年
度
総
合
車
セ

改
善
提
案
で
は
外
注
拡
大
・
郡

山
へ
の
委
託
な
ど
の
合
理
化
提

案
さ
れ
た
が
、
資
料
の
不
備
や

団
交
と
実
態
と
の
食
い
違
い
が
。

ま
た
「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一

体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
さ
ら

な
る
推
進
」
が
提
案
・
実
施
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
安
全
、
労
働
条

件
、
直
・
外
の
違
い
を
見
直
し
、

解
明
要
求
づ
く
り
と
交
渉
に
全

力
を
。
安
全
点
検
運
動
、
仕
事

総
点
検
運
動
の
更
な
る
充
実
を

図
る
。

③
組
織
強
化
・
拡
大

一
括
和
解
以
降
、
東
本
部
で

約
70
名
の
加
入
、
地
本
で
は
、

こ
の
一
年
間
で
５
名
の
拡
大
。

こ
の
間
、
各
級
機
関
が
開
催

す
る
組
対
会
議
や
交
流
会
に
積

極
的
に
参
加
。
進
ん
だ
運
動
に

学
び
、
支
部
組
対
会
議
で
議
論

を
深
め
、
支
部
・
分
会
の
加
入

呼
び
か
け
チ
ラ
シ
の
取
り
組
み

等
を
実
践
し
て
き
た
。

我
々
一
人
ひ
と
り
が
運
動
員

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
奮
闘
を
。

課
題
は
多
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
に
し
っ
か
り
と
向
き
合

い
取
り
組
む
。

役
員
体
制

執
行
委
員
長

庄
司

修

執
行
副
委
員
長

阿
部

春
雄

書
記
長

原
子

清
貴

執
行
委
員

遠
山

政
孝

渡
辺

一
則

原
田

靖

及
川

正
昭

山
口

智

会
計
監
査

加
成

三
男

多
賀

貴
弘

【
仙
総
支
部
：
山
口
通
信
員
】

11
月
23
日
に
、
橘
公
民
館
で

第
79
回
定
期
支
部
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
大
会
に
は
、
東

日
本
工
作
協
議
会
の
小
野
議
長

と
、
仙
台
地
本
か
ら
橋
本
委
員

長
と
、
新
し
く
書
記
長
に
な
ら

れ
た
五
十
嵐
前
業
務
部
長
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

大
川
原
副
委
員
長
の
開
会
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
橋
本
委
員
長

の
支
部
を
代
表
し
て
の
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
、
郡
山
地
方
労

の
柳
田
議
長
や
多
く
の
来
賓
の

方
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

県
教
組
の
佐
藤
書
記
長
か
ら

は
、
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
教
育
職
場
の
実
態
が
報

告
さ
れ
、
「
郡
工
支
部
の
運
動

は
見
習
う
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
、

今
後
も
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。退

職
者
組
合
の
齋
藤
元
委
員

長
も
大
変
元
気
で
し
た
。
小
野

議
長
か
ら
「
エ
ル
ダ
ー
制
度
に

伴
う
外
注
化
等
に
対
す
る
郡
工

の
運
動
が
、
東
日
本
工
作
の
運

動
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
。
今
後
も
連
携
を
密

に
し
て
運
動
を
す
す
め
て
い
き

た
い
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
橋

本
地
本
委
員
長
か
ら
は
、
今
日

ま
で
の
闘
争
団
闘
争
を
含
め
た

運
動
の
報
告
と
、
日
程
を
含
め

た
今
後
の
提
起
が
な
さ
れ
ま
し

た
。議

事
に
入
り
、
執
行
部
か
ら

経
過
・
財
政
・
運
動
方
針
の
提

案
を
し
て
、
質
疑
で
は
、
外
注

化
問
題
、
エ
ル
ダ
ー
制
度
、
５

５
歳
減
額
問
題
等
、
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
組
合

員
の
構
成
年
齢
が
高
く
な
っ
て

い
る
事
も
あ
り
、
エ
ル
ダ
ー
制

度
に
つ
い
て
の
問
題
点
の
発
言

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

大
会
後
の
懇
親
会
に
も
、
小

野
議
長
や
橋
本
地
本
委
員
長
、

五
十
嵐
書
記
長
も
参
加
さ
れ
て
、

大
会
同
様
、
活
発
な
意
見
の
交

換
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
盛

り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
今
大
会
で
出
さ
れ
た
意
見

を
今
後
の
支
部
の
運
動
に
役
立

た
せ
て
、
よ
り
組
織
が
強
化
・

発
展
で
き
る
よ
う
に
、
全
体
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役
員
体
制

執
行
委
員
長

橋
本

守
弘

執
行
副
委
員
長

大
川
原
邦
幸

書
記
長

橋
本

光
一

執
行
委
員

千
葉

秀
治

本
田

要
一

阿
部

政
雄

会
計
監
査

藤
崎

健
一

大
久
保

浩

【
郡
工
支
部
：
千
葉
通
信
員
】

第２５６９号 国労仙台 ２００９年１２月２５日

団結 抵抗 統一

11月21日、置賜総
合文化センターに
おいて、国鉄闘争

支援置賜地区共闘
会議主催の「 11・
21国鉄闘争現状報
告」が開催された。

集会では前段に
北海道で放送され

たＪＲ不採用問題の特番番組２本を

上映。その後、支援共闘会議の事務
局である我妻徳雄市議の司会で開会
した。
主催者を代表し、佐藤清蔵氏（全

逓 OB）が挨拶を述べた後、鉄建公
団原告団・佐久間誠事務局長より
『現在までの政治の到達点と裁判闘

争の現状』と題した情勢報告が行わ
れた。佐久間氏は「23年間紆余曲折
はありながらも、大衆闘争と裁判闘
争・政治対策を行ってきた結果とし

て現在がある。すでに59名の闘争団

員が他界し、早期解決に向けて一刻
の猶予も許されない。政治解決を求
めて民主党を窓口に、もう一歩の所

まで来ている。最終局面を迎えてい
る不採用問題の解決に向け、最後の
力を貸してほしい」と訴えた。また
山形県内で物資販売オルグを展開し

ていた音威子府闘争団の関野副団長
が闘争団の現状報告を行った。
支援共闘会議には多くの民間労組

の組合員が加入しており、この集会
にも多くの仲間が駆けつけた。
支援労組の中には、自分の会社の
行く先が危うく、一時帰休や年末一

時金もゼロからの交渉となるなど、
大変な職場の状況の中にあっても、
「国鉄闘争は自分達の問題」である

として、共闘し続けている仲間も。
その意味でも負けられない闘いで
あるし、地域労働運動の前進に向け
奮闘する決意である。

【山形連合：堀内通信員】

地
方
本
部
は
、
11
月
27
日
に

第
一
回
２
０
１
０
春
闘
事
務

局
会
議
を
開
催
し
、
来
春
闘

に
向
け
た
取
組
み
を
開
始
し

た
。
第
一
回
の
事
務
局
会
議

で
確
認
さ
れ
た
事
項
は
、

①
昨
年
の
総
括
を
基
に
、
今

年
の
仙
台
総
行
動
の
内
容
を

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
各

支
部
に
お
い
て
検
討
し
、
次

回
の
事
務
局
会
議
に
持
ち
寄

り
決
定
す
る
。

②
春
闘
川
柳
に
つ
い
て
は
今

年
も
取
組
む
。

③
次
回
以
降
の
事
務
局
会
議

の
日
程
は
以
下
の
通
り
。

第
二
回
：
12
月
17
日
（
木
）

18
時
40
分
〜

第
三
回
：
１
月
19
日
（
火
）

18
時
40
分
〜

第
四
回
：
２
月
18
日
（
木
）

18
時
40
分
〜

総
行
動
の
目
的

①
大
幅
賃
上
げ
獲
得
の
た
め

の
取
組
み

②
仕
事
や
職
場
環
境
お
よ
び

生
活
の
見
直
し
と
、
そ
れ
ら

の
改
善
の
取
組
み

③
組
織
の
強
化
拡
大

④
分
会
や
支
部
の
取
組
み
の

成
果
と
教
訓
を
持
ち
寄
る

⑤
国
労
の
取
組
み
を
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る

⑥
春
闘
を
社
会
へ
ア
ピ
ー
ル

す
る退

職
の
お
知
ら
せ

11
月
30
日

鈴
木

健
次
さ
ん

岩
沼
駅
連
分
会

エ
ル
ダ
ー

稲
村

英
雄
さ
ん

会
津
若
松
地
区
分
会

佐
藤

法
夫
さ
ん

郡
工
支
部
装
置
科
分
会

大
内

啓
司
さ
ん

郡
工
支
部
貨
物
分
会

安
田

健
二
さ
ん

仙
台
駅
連
分
会

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


